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★
人
通
り
の
多
さ
に
驚
き
の
北
口
通
り 

駅
改
札
口
前
は
駅
員
の
職
業
体
験
を

希
望
す
る
親
子
が
長
蛇
の
列
。
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
に
降
り
立
つ
と
「
今
日
は
北
口
通

り
人
が
い
っ
ぱ
い
！
ど
う
し
た
の
？
」
と

声
を
も
ら
し
て
い
る
人
に
次
々
に
会
い
ま

し
た
。 

北
口
通
り
は
歩
行
者
天
国
に
な
り
、
た

く
さ
ん
の
人
、
人
力
車
、
馬
が
い
き
か
っ

て
い
ま
し
た
。
人
力
車
に
乗
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
満
面
の
笑
顔
。
そ
し
て
、
こ
ん
な

に
多
く
の
子
ど
も
連
れ
を
二
宮
の
ま
ち
な

か
に
集
め
ら
れ
る
の
か
と
思
う
ほ
ど
ベ
ビ

ー
カ
ー
の
行
進
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
出

店
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、
多
く
の
子
ど

も
連
れ
が
歩
い
て
い
ま
し
た
。 

 

★
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
で 

町
が
輝
い
た
一
日 

幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が

消
防
、
警
察
、
モ
デ
ル
、
木
工
、
ヨ
ガ
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
カ
フ
ェ
な
ど
様
々
な
職
業

を
体
験
し
た
り
、
乗
馬
や
動
物
と
ふ
れ
あ

っ
た
り
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
チ
ア
ダ
ン
ス
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
次
に
何
を
体
験
し
よ

う
か
と
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
。
自
然
と

こ
ぼ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
傍
に
い

る
大
人
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。 

 
              

体
験
し
た
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
子
育

て
世
代
の
人
た
ち
、
こ
の
催
し
を
見
て
い

た
大
人
も
高
齢
者
も
二
宮
に
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
実
感
し
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

そ
し
て
、
町
も
活
気
や
喜
び
に
満
ち
て

輝
き
を
増
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
な
様
子
は
、
ブ
ロ
グ

「
湘
南
♡
風
と
星
物
語
」の「
や
っ
た
ね
。

二
宮
町
商
工
会
青
年
部
」
の
「
続
き
を
見

る
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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★

★

商
工
会
青
年
部
五
つ
の
や
っ
た
ね
！ 

今
ま
で
実
施
し
て
き
た
内
容
を
一
新
す

る
こ
と
は
難
し
い
。「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は

昨
年
か
ら
子
ど
も
達
に
職
業
体
験
を
通
し

て
将
来
へ
の
夢
を
育
み
、
青
年
部
部
員
の

職
業
も
活
か
し
て
仕
事
の
面
白
さ
を
楽
し

く
学
ん
で
も
ら
う
企
画
に
変
更
し
ま
し
た
。 

ア
イ
デ
ア
を
き
ち
ん
と
し
た
企
画
に
ま

と
め
、
実
現
さ
せ
る
に
は
関
係
各
所
や
協 

 

       

力
者
へ
の
調
整
も
並
大
抵
な
こ
と
で
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
達
の
笑
顔
に
た
く
さ
ん
出
会
え

る
よ
う
に
と
昨
年
の
反
省
を
活
か
し
、
今

年
は
体
験
の
種
類
も
エ
リ
ア
も
大
幅
に
広

げ
、
成
功
さ
せ
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
住
民
が
主
役
の
共
育
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
可
能
性
を
感
じ
ま
す
。

青
年
部
の
次
の
五
つ
の
素
晴
ら
し
さ
に
エ

ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

① 

職
業
体
験
を
極
上
の
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
に
し
た
企
画
力 

 

② 

北
口
通
り
を
歩
行
者
天
国
に
し
た
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
実
践
力 

③ 

子
ど
も
達
に
様
々
な
体
験
学
習
機
会

を
作
っ
た
地
域
教
育
力 

④ 

様
々
な
団
体
や
協
力
者
を
ま
き
こ
ん

だ
共
感
力 

⑤ 

希
望
や
夢
を
与
え
る
住
民
の
ま
ち
づ

く
り
力 

 

住住
民民
力力
のの
結結
集集
でで
定定
住住
促促
進進
のの
起起
爆爆
剤剤
にに

なな
るる
イイ
ベベ
ンン
トト
にに 

 

今
年
の
実
行
委
員
長
の
「
湘
南
フ
ォ

ト
・
ス
ズ
キ
」
の
鈴
木
一
成
さ
ん
は
、

「
ま
だ
小
さ
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば

か
り
。
み
な
さ
ん
の
英
知
を
お
借
り
し

て
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
」
と
語
っ
て 

い
ま
し
た
。 

 

商
業
者
と
の
連
携
や
北
口
通
り
歩
行

者
天
国
の
周
知
な
ど
課
題
は
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
様
々
な
団
体
や
地

域
活
動
者
が
関
わ
り
、
住
民
力
が
結
集

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
や
子
育
て
世
代

が
二
宮
を
愛
し
、
住
み
続
け
た
い
、
住

み
た
い
と
思
う
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。 

定
住
促
進
の
起
爆
剤
に
な
る
イ
ベ
ン

ト
に
成
長
す
る
よ
う
に
、「
し
お
風
」
も

協
力
し
た
い
。
今
回
は
、
そ
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
た
。 

 

 
 

                   

 
 
 
 
 
 
 

 
 

まちなか❤遊学文化イベント「二宮の魅力発見！未来に伝えたい写真展」 

湘南みかん風のまち散歩『東大二宮果樹園跡地と生業の魅力』 
 

walkwalk マップ vol.5「湘南みかん風のまち散歩～東大二宮果樹園跡地

周辺」を使ってまちなかのお店などの 15 箇所の壁に貼っている写真パネルや街並み

を楽しみながら町歩きをしましょう。 
 

11月 23日(土)～12月 15日(土) 

主催・問合せ  まちづくり工房「しお風」神保智子  

☎090-3142-9358 shiokaze@mj.scn-net.ne.jp 
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発行 まちづくり工房「しお風」  

責任者 神保智子 ☎090-3142-9358   

ホームページ  http://www.scn-net.ne.jp/~shiokaze  
メールアドレス shiokaze@mj.scn-net.ne.jp 

 

「しお風」は、住民が主役の『共育のまちづくり』を進めることが夢。  

住民一人ひとりの想いを大切にしながら、それぞれが自分のできることで協力し、つながっていく町へ。

住民の輝きが町の魅力、にぎわいを促すまちづくり活動を 13 年続けています。 

 

やや
っっ
たた
ねね
！！
二二
宮宮
町町
商商
工工
会会
青青
年年
部部
。。  

ふふ
れれ
ああ
いい
広広
場場
「「
ここ
どど
もも
職職
業業
体体
験験
」」
でで
まま
ちち
なな
かか
にに
賑賑
わわ
いい
をを
創創
出出
。。  

湘
南
地
域
の
小
さ
な
町
二
宮
。
い
つ
も
長
閑
な
町
。
二
宮
駅
周
辺
も
静
か
な
た
た
ず
ま
い
。
そ
ん
な
町
に

９
月
23
日
は
行
列
や
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
や
歓
声
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
二
宮
町
商
工
会
青
年
部
が
主
催
す
る
ふ
れ
あ
い
広
場
「
こ
ど
も
職
業
体
験
」
が
、
ラ
デ
ィ
ア
ン(

二

宮
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー)

エ
リ
ア
、
二
宮
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
駅
前
町
民
会
館
で
の
駅
前
エ
リ
ア
、
町
民

セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
の
三
つ
の
エ
リ
ア
で
30
種
近
い
様
々
な
業
種
の
職
業
体
験
が
実
施
さ
れ
た
か
ら
で
す
。 

 

 

 

 

 

 

北口通りが歩行者天国！子どもも大人も繰り出した。 

            

東
大
二
宮
果
樹
園
の
閉
園
か
ら
十

年
。
手
入
れ
も
さ
れ
ず
、
草
ぼ
う
ぼ
う

の
中
で
も
た
わ
わ
に
実
っ
た
梨
。
そ
の

梨
が
美
味
し
い
な
ん
て
、
ま
さ
に
「
無

農
薬
・
無
肥
料
で
育
っ
た
奇
跡
の
梨
」。 

七
月
二
十
七
日
に
東
大
二
宮
果
樹

園
跡
地
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
。
私
は
落
ち
て
い
た
梨
を
そ
っ
と

持
ち
帰
り
ま
し
た
。
以
前
に
中
里
の
人

が
「
ニ
、
三
年
前
草
刈
り
し
た
時
に
梨

を
食
べ
た
ら
、
実
は
小
さ
か
っ
た
け
れ

ど
美
味
し
か
っ
た
」
と
い
う
話
を
伺

い
、
有
機
農
業
者
に
そ
の
話
を
す
る
と

「
無
農
薬
・
無
肥
料
で
育
っ
た
梨
だ
か

ら
美
味
し
い
は
ず
だ
よ
」
と
言
わ
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
か
ら
で
す
。 

食
べ
て
み
る
と
、
甘
み
も
強
く
み
ず

み
ず
し
く
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。

手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
梨
園

活
用
は
無
理
と
話
し
て
い
た
町
職
員
。 

 

絶
対
不
可
能
と
言
わ
れ
た
リ
ン
ゴ

の
無
農
薬
・
無
肥
料
栽
培
を
成
功
さ
せ

た
「
奇
跡
の
リ
ン
ゴ
」
の
木
村
秋
則
さ

ん
の
著
書
に
も
「
身
近
に
ナ
シ
と
い
う

草
ぼ
う
ぼ
う
の
お
手
本
が
あ
っ
た
の

で
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
草
刈

り
を
し
な
い
こ
と
で
外
気
温
に
左
右

さ
れ
ず
土
の
温
度
を
適
温
に
保
つ
効

果
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

二
宮
に
と
っ
て
梨
は
と
て
も
縁
が

深
い
の
で
、
そ
の
話 

を
次
回
に
。 

   

一一  

  

美美
味味
しし
かか
っっ
たた
！！  

  

東東
大大
二二
宮宮
果果
樹樹
園園
跡跡
地地
のの
梨梨
。。  

   

 
 

 

 

共共育育ののままちちづづくくりり  

 

 

共催 神奈川県・湘南邸園文化祭連絡協議会・相模湾アカデミー連絡会 

 

 

東大二宮果樹園跡地に

たわわに実っていた梨 



                                            

                                            

                     

★
ア
ク
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ブ
が
落
書
き
消
し 

    
 

       

ま
だ
日
差
し
が
強
く
、
残
暑
が
厳
し
い

九
月
十
二
日
ひ
た
す
ら
落
書
き
消
し
に
い

そ
し
む
ア
ク
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。 

第
二
の
人
生
を
愛
す
る
町
が
魅
力
的
に
な

る
よ
う
に
活
発
に
行
動
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。 

消
し
た
跡
が
白
く
浮
き
上
が
っ
て
目

立
た
な
い
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
が
特
別
の

溶
剤
も
作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
溶
剤
で
消

し
、
周
り
も
水
洗
い
す
る
周
到
さ
で
す
。 

                     ★
史
遊
会
が
「天
神
谷
戸
遺
跡
」に
つ
い
て 

に
の
み
や
町
民
大
学
講
座
を
企
画 

 

二
宮
町
生
涯
学
習
課
が
開
催
し
た

「
町
民
大
学
歴
史
講
座Ⅱ

」
の
講
座
終
了

生
有
志
が
二
〇
一
〇
年
に
作
っ
た
サ
ー
ク

ル
が
史
遊
会
。
ラ
デ
ィ
ア
ン(

二
宮
町
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー)

裏
の
天
神
谷
戸
遺
跡
に

つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

天
神
谷
戸
遺
跡
は
、
古
墳
時
代
中
期
の

五
世
紀
末
か
ら
平
安
時
代
中
期
の
九
世
紀

末
の
竪
穴
建
物
跡
が
出
土
。
そ
の
立
地
や

自
然
状
況
、
出
土
品
に
基
づ
い
た
生
活
ぶ

り
、
時
代
考
察
な
ど
に
つ
い
て
面
白
く
説

明
。
受
講
者
は
熱
心
に
聞
き
入
り
な
が
ら

も
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

        

                     

★
『
二
宮
の
洞
窟
陣
地
』
が 

日
本
自
費
出
版
文
化
賞
に
入
選 

         

 

「
戦
時
下
の
二
宮
を
記
録
す
る
会
」
が

発
行
し
た
『
二
宮
の
洞
窟
陣
地
』
が
第
16

回
日
本
自
費
出
版
文
化
賞
の
地
域
文
化
部

門
で
入
選
す
る
快
挙
を
遂
げ
ま
し
た
。 

 

こ
の
本
は
二
〇
〇
六
年
十
一
月
か
ら
三

年
半
か
け
て
五
十
三
回
に
及
ぶ
地
道
な
調

査
の
結
果
、
洞
窟
陣
地
九
十
三
か
所
の
全

容
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
洞
窟
陣
地

の
歴
史
的
文
化
遺
産
を
埋
も
れ
さ
す
こ
と

な
く
、
次
世
代
に
つ
な
ぐ
平
和
へ
の
想
い

を
結
晶
さ
せ
た
素
晴
ら
し
い
本
で
す
。 

                                            

 
 

 

★
まま
ちち
なな
かか
❤❤
ほほ
っっ
とと
スス
ポポ
ッッ
トト

で
写
真
展
実
施 

 

十
一
月
二
十
三
日
か
ら
写
真
展

「
湘
南
み
か
ん
風
の
ま
ち
散
歩
～

東
大
二
宮
果
樹
園
跡
地
と
生
業
の

魅
力
」
の
一
環
と
し
て
東
大
二
宮
果

樹
園
跡
地
の
魅
力
に
つ
い
て
の
写

真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。
野
草
等

の
寄
せ
植
え
の
置
か
れ
て
い
る
中

で
ゆ
っ
た
り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
「
住
民

力
が
結
集
す
る
東
大
二
宮
果
樹
園

跡
地
の
再
生
を
核
と
す
る
『
ま
ち
な

か
❤
遊
学
文
化
』
が
息
づ
く
ふ
れ
愛

観
光
」
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
ち

ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

         

★
前
回
「
し
お
風
」
に
反
響 

前
回
か
ら
カ
ラ
ー
印
刷
に
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
ご
意
見
が
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

東
大
果
樹
園
跡
地
の
再
生
や
緊
縮
財

政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
予
算
編
成
に
も
絡
め
て
も
っ
と

調
べ
て
か
ら
、
次
回
掲
載
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

★
神
奈
川
新
聞
社
「
第
26
回
神
奈

川
地
域
社
会
事
業
賞
」
受
賞 

ま
ち
づ
く
り
工
房
「
し
お
風
」
も 

 

ほ
っ
❤
情
報 

ま
ち
な
か
で
見
か
け
た
ほ
っ
と
す
る
活
動
や
素
敵
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

町
民
の
自
主
的
な
活
動
で
二
宮
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
貢
献 

ややじじううまま議議会会ウウォォッッチチンンググ  
議議会会でで公公共共責責任任のの在在りり方方をを検検討討ししななくくててよよいいのの??  

 町行政、議会は公共をどう捉え、その責任の所在をど

のように考えているのだろうか。町行政、議会も公共に

ついて当事者責任はあると思います。  

この観点から 9 月議会の決算総括質疑と 10 月の全員協議会

で気になることがありました。 
 

 

★アイデアの垂れ流しから政策検討の場へ 

・ビジョンなく、北口通り商店街を韓国料理街？ 
 決算総括の町長答弁で、商店街活性化のビジョンがないこと

が明らかになりました。また、北口通り商店街の景観形成事業

として行っている街路灯のハンギングバスケットにも消極的

な評価。今流行っているから韓国料理街にするのもよいかもな

どというアイデアも出てきました。もちろん斬新な商店街活性

化策を期待する町長独特の冗談だと思いますが、厳しい財政状

況の中ではもっと真剣に議論してほしい。 

商店街の活性化も誰のために実施するのか考えれば、自ずと

町長が勝手にアイデアを出すこと、町行政主導の実施は問題が

あることがわかると思います。 

・公共施設に民間参入を政策に 
財政が逼迫し公共施設の維持管理も難しい中で、小児病院跡

地の整備などは公共施設の中への民間参入も町長答弁にはあ

りました。町全体のビジョンから誰のための整備かを考えて、

民間の利益をその施設の維持に還元し、さらには地域活性化に

つなげる新しい手法を検討して、政策にしてほしい。 
 

★当事者責任を持って課題解決への道筋を 

・台風海難事故から災害への危機管理体制づくりへ 
10月 17 日に小学生二人が海に呑まれた梅沢海岸の事故は痛

ましい限りです。その後海岸に降りることができる箇所を調べ

たら 26 箇所もあったそうです。このことから町の危険個所を

再点検し、再度地域防災体制、防災教育の在り方、そして災害

時の危機管理体制をつくる機会と捉えて、実践からの検討をし

てほしい。詳しくはしお風つうしんブログの議会ウォッチングをご覧ください。 
http://shiokaze.hama1.jp/c2758.html 

11 月 20 日 walkwalk マップ vol.5「湘南みかん風のまち散歩～

東大二宮果樹園跡地周辺」を発行 
 

二宮駅周辺から東大二宮果樹園跡地周辺までの町歩きマップを作りま

した。 
 

二宮の魅力発見!未来に伝えたい写真展「湘南みかん風のまち散歩～東

大二宮果樹園跡地と生業の魅力」の 15か所の会場も案内しています。ま

ちなか❤ほっとスポットや写真展会場等のお店、図書館、町民活動サポ

ートセンター、ＡＳＡ二宮にて 11月 20日から配布します。 
 

ぜひ、このマップを使って町歩きをしてくだ 

さい。二宮の魅力を「湘南みかん風」の名前に 

ちなんで、道標にみかん色のリボンを付ける予 

定です。 

 

「しお風さん」イラスト 

作成 矢戸優人 

walk walk（ワクワク）地域探検ツアー ９:30～15:00 (JR 東海道線 二宮駅北口ロータリー集合) 

第 1 回 11 月 24 日(日) 「湘南の残したい資産、湘南みかんのある暮らし」 
東京大学二宮果樹園跡地周辺、遺跡、 

庭園、みかん山などを見て回り、地元の 

人たちとふれあいながら、湘南みかんの 

魅力や由来を発見する「体験型」ツアー。 
 

 

第 2 回 12 月 7 日(土) 「湘南の残したい資産、生活文化や季節を感じる風景」 
紅葉の美しい吾妻山、自然風紅葉庭園、海岸地域の自然や吉田五十八が設計した旧山川邸などを巡り、地

元の人たちとふれあいながら、二宮の生活文化や季節の魅力を発見する「体験型」ツアー。 
 
参加費 各 2,500 円 ※第１回ランチ、ワイン、マップ・ガイドブック代等 

第２回特製弁当(瀬の海鯖の棒寿司又は秋の彩り弁当から選択)、マップ・ガイドブック代等含む。 

主催・問合せ まちづくり工房「しお風」神保智子 

☎090-3142-9358 

共催 神奈川県、湘南邸園文化祭連絡協議会、 

相模湾アカデミー連絡会  
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一一色色小小学学校校創創立立 5500周周年年にに向向けけてて「「ななかかよよしし観観賞賞会会」」開開催催!!  

ドキュメンタリー映画「モンサントの不自然な食べもの」 
経済のグローバル化にゆれる食の安全と不自然な食べもの=遺伝子組み換え作物 

12月 1日(日) ①開場 10:00上映 10:30   ② 開場 13:30上映 14:00 

入場料 990 円(小学生以下無料) 

主催 よい映画をみる会 ヤマダノリコ☎080-3094-7377 

協力 カフェぷらっと、キッチンライフ料理教室ナビ、ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞｶﾌｪＮＩＮＯ、ちえのわハ

ウス、手打ちそばくりはら、ﾋﾞｰﾝｽﾞﾏｰﾄｵｲｺｽ゜、無添加パン屋むーにゃん、桃の

家、湘南生活クラブ生協コモンズなかぐん 
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詳しくはブログ「湘南♡風と星物語」をご覧ください。 

http://kazehoshi.hama1.jp/e1060225.html 

一色小ダンス部も AKBの唄に合わせて 

10 月 30 日に実施された受賞を記念する

「二宮の洞窟陣地」映像（パワーポイント）

映写会 


